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「みやぎの食育通信」は、地域食材や「食」を通した健康づくり
のための情報を発信し、県民の皆様の食生活をサポートしていきます。
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みやぎの食育通信

令和６年度みやぎ食育表彰の表彰者を紹介します

令和６年11月開催の「みやぎ食育と健康づくりフェスタ」において、教育、食生活改善、農林漁業、食品産業等
の各分野で食育に顕著な功績が認められた団体へ「みやぎ食育表彰」が授与されました。

©宮城県・旭プロダクション

みやぎ食育大賞 【高舘食道水神蕎麦】
・自ら手打ちしている宮城県産そば粉を用いたそばの提供により、その魅力や奥深さを消費者に
発信し続けています。

・そば打ち体験を随時受け入れ、作る楽しみを体感する機会の創出にも注力しています。
・「食」のプロとして次代を担う子どもたちに食の魅力を伝える『食材王国みやぎ「伝え人（び
と）」』に登録し、そば打ち体験では参加者が楽しみながら食の魅力を実感できるよう工夫し、
実践的な食育活動を展開しています。

・生産者の想いを伝えることで、食材への理解と感謝の気持ちの醸成に寄与しています。

▲高舘食道水神蕎麦の活動の様子 ▲令和6年度表彰式（令和６年11月）の様子

体験活動を通じて「見て」「触れて」「楽しんで」「調理して」「食べる」という、五感を
使って食を実感できる取組を継続的に行っていることが評価され、受賞となりました。

みやぎ食育奨励賞
【仙南栄養士会】
・旬の野菜当てクイズや１日に必要な野菜計量体験等の体験型の取組を行
う「野菜をもっと食べようキャンペーン」を継続的に実施し、子どもに
野菜を食べることの大切さを伝えることや、親である働き盛り世代にも
野菜の望ましい摂取量を伝える活動をしています。

・料理や食品に含まれる食塩量の展示や減塩レシピの発行、減塩商品の体
験や給食での減塩調味料の使用等を行い、給食提供の機会を活用し、年
間を通して減塩の普及啓発活動を実施しています。

【東北生活文化大学】スポーツ栄養・地域活性化プロジェクト
・「子どもから大人まで東北の人たちを東北の食材で元気にする」を目標
に、県産食材とスポーツ栄養を組み合わせた食育活動を実践しています。

・学生が地域に出向いて、地元食材を意識した栄養サポートや地元食材を
用いた栄養講話をするなど、小中学生から成人スポーツチームまで幅広
い世代を対象に活動を継続しています。

▲仙南栄養士会の活動の様子

▲東北生活文化大学の取組
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宮城県民の健康課題にチャレンジ！！

お 知 ら せ 令和７年度の食育通信は、５月と1 0月の発行です !

ラジオで「みやぎの食育」を紹介します

県では、エフエム仙台の協力によりラジオ番組「Morning Brush」（平日AM7:30～11:00）内の一枠にて、
みやぎの食育の取組を紹介しています。
毎月第４火曜日午前9時05分頃の放送をチェックしてみてください。
次回5月27日火曜日の放送は、家庭における非常時の食の備えの取組（備蓄のローリングストック）について
紹介する予定です。お楽しみに！

森永乳業株式会社 × 宮城学院女子大学

宮城県の健康課題を解決するために連携してヨーグルトを使ったレシピ開発に取り組みました！

レシピ作成：宮城学院女子大学生活科学部食品栄養学科 遠藤佳奈子

～ 産 官 学 連 携 宮城県民 の 健 康 課 題 に 本 気 で チ ャ レ ン ジ プ ロ グ ラ ム ～
h t t p s : / / w w w . m o r i n a g a m i l k . c o . j p / r e l e a s e / n e w s e n t r y - 4 4 8 9 . h t m l

最優秀賞 森永賞

レシピ作成：宮城学院女子大学生活科学部食品栄養学科 佐藤未藍
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